
宣 言 日 令和　　５年　6月　　９日

住 所 本庄市下野堂642

県 内 企 業 等 の 名 称 児玉化学工業株式会社 埼玉工場

代表者役職 氏名 埼玉工場長　木暮達人

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

ワークライフバランスを意識した多様な働
き方の推進として、社員の有給休暇取得を
促進する。また、女性の管理職登用に積極
的に取り組む。
＜（現状値）202２年の数値＞
①平均取得日数　12.3日/年
②女性管理職　１人/１０人

＜2030年に向けた指標＞

①１6日/年　②４人/10人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①１3日/年　②２人/１０人

社内に支援型自動販売機を置くなどして
『日本赤十字』『緑の募金』『赤い羽根の募
金』へ寄付を行う。また、本庄市フードバン
クへの食糧支援をする。
＜（現状値）202２年の数値＞
①寄付件数：１０件/年　88,193円/年
②食糧支援回数：０回/年

＜2030年に向けた指標＞

①1５件/年　100.000円/年　②２回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①13件/年　95,000円/年　②１回/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①２０２１年比　２０％削減　②10％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①２０２１年比　1０％削減　②7.5％

３Rの推進などにより、エネルギー使用量
の削減に取り組んでいる。また、再生可能
エネルギーによる環境負荷低減を行って
いる。
＜（現状値）202１年の数値＞
①CO２排出量：12,400t/年
②再生可能エネルギー使用率：6.7％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「時代のニーズに速やかに応えるための機敏な対応と、グローバルな視点で独創的な開発シス
テムにより、プラスチックの可能性を追求し、いつもお客様の信頼に値する製品づくりに徹し、全てのス
テークホルダーに対し魅力ある企業であり続けること」という経営理念に基づき地域社会の発展に貢
献する。この考えは持続可能な開発目標と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に
事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

児玉化学工業株式会社 埼玉工場

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


